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論文内容の要旨
本論文は，日常J語に遍在するメタファーを分析して，空間のメタファーがことばの，意味をいかに基礎
づけるかを明らかにしようとしたものである。 E部構成をとる本論文は，第 1 剖~6 章，第E部 5 章，計11
の章からなっており、第I部が本論としての第E部を導く大規模な序論としての役割を果たしている。
第I部「レトリックの宇宙」では.レトリックの内でのメタファーの位置づけと， レトリックの外での
メタファーの広がりについて論じているO ここでは，メタファーは類似関係に，メトニミーは隣接関係に，
シネクドキは包摂関係に，それぞれ基づき， メタファー・メトニミー・シネクドキが構成する「認識の三
角形」は，人間の言語・認識・行動に通底していると主張しこの主張を長づける論を展開している。各
章のタイトルおよび内容はードにたsべるとおりである。
第一ー章「新しいレトリックJ0 1 • A .リチャーズからG.レイコフまでの主要な研究を概観して，口
常.;;語に選在するメタファーを研究することの怠義をまとめている。また，メタファーの根源性，日常性，
遍在性，体系性.普遍性という観点を導入しているの第二章「メトニミーとシネクドキ」。一般に，シネ
クドキはメトニミーの一種として扱われているが，両者は理論的にも実際的にも明確に反別されなければ
ならないと主張している。第六章「メトニミーの意味論J。具体例に基づいて.メトニミーが(そしてシ
ネクドキとメタファーが)単なる言い換えではないことを論じている。第四章「メタファー・メトニミー
・シネクドキ レトリック認識論_.J。メタファー・メトニミー・シネクドキが「認識の三角形Jを
構成し本論文で描かれている三角形の一番上の頂点に立つメタファーはメトニミーともシネクドキとも
結合して縫合的表現を牛.むことを，理論的かっ実証的に論じている。第五章「記号論者ロマーン・ヤーコ
ブソン」 ω 言語研究者に大きな影響を与えたメタファーとメトニミーに関するヤーコブソンの論文「言語
のてっの面と失語症の二つのタイプ」を批判しているの第六章「言語・認識・行動」。認識の三角形の論
点、が言語のみならず認識および行動のいくつかの側面にも妥当することを具体例を提示して明らかにし.
最後に，空間のメタファーと言語・認識・行動の関係に触れ.第二部への橋渡しをしている。
第E部「空間のメタファー」では， 444問のメタフ 7ーが日常~活の中に広く深く浸透していて意味形成
の重要な碁盤を成し言語と認識において恨Jじ的な働きをしていることを実証的に明らかにしているの以
下，各章のタイトルと要点を述べる。
第一章「メタファーの新しい地半J0 1980年前後の新しいメタファー研究の進展をあらためて迫跡し
「新メタファ一分類表」を挺示している。第三章「生きられる空間l。身体的知覚に某づく空間の意味を
問うことによって，空間メタファー論の基礎づくりをしている。第三牢「境界のある空間J0 r場所のメ
タファー」に焦点を絞って，まず. i内」の空Ilの意味と認識を調べ.次に. i内」と「外」のメタファ
ーを実例とともに詳しく検討しているO 第四章 iji向性のある空間」。上下のメタファーを中心に考察し
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ている。また， r投射JというE開唄論1猿主置を導入して，上下のメ夕フア一の1仏ム
第+1.章「勤きのある空1肌則in刈:リrlJ。遥副勤jのメ夕フア一の基本を論じじ'起点，着点，方loj，速さ，動き，経路とい
う要素がどのようにメタファーとして展開するかを明らかにしているの
論文審査の結果の要旨
認知意味論派によるメタファー研究の最も躍動的な部分を批判的に継示しながらメタファーを分析して，
空間のメタファーがし、かにことばの意味を基礎づけるかを明らかにしようとした本論文は.長年の問メタ
ファーを研'先してきた論者のみが書くことのできた)j作である。
メタファー研究において需要なことがらの一つは.メタファー，メトニミー，シネクドキの位置関係を
明確にすることであるとする立場から，論者は，第I部において，メトニミーおよびシネクドキと関連づ
けながらメタファーの得失を明らかにする。メトニミーは現実刑界における隣接関係に，シネクドキは意
味上の包摂関係、に，メタファーは類似関係に基づいているというのが論者の主張であり，第L 章から第二三
章までの芋.張を第四常t(""メタファー・メトニミー・シネクドキーレトリック認識論一ー|において「認
識の云角形」という形にまず統合してみせる手法は鮮やかである。ヤーコブソンの論文「三語の一つの面
と失語抱の二つのタイプ」を批判した第五章|記号論者ローマン・ヤーコブソン」は説得力があり.本章
執筆を通して論者が・回り大きくなったであろうことが想像される。第六章「言語・認識・行動Jでは，第
・章から第五章までの記述を総合して，認識の三角形というアイデアが弓語のみならず認識および行動の
いくつかの側面にも妥当することを具体例を提示して明らかにし最後に，空間のメタファーと三語・認
識・行動の関係に触れ，本論とも言うべき第E部へ巧みに論をつないでいる。
号豊富な資料に支えられたここまでの記述，とくにメトニミーの整理と「認識の三角形」にかかわる論証
は精轍であり，説得的であるのしいて難を言えば，第li部は第H郎の導入部としてはおさまりきらないほ
どの内容を含んでおり，構成という点で若Tの問題を残すことになった。しかし，これは本論文の可能性
の大きさを示すものと解釈すべきであろう。論者のキ張に対しては.海外でも賛同者が現れている。
五つの草によって構成される第E部「空間のメタファー」では，空間のメタファーがことばの意味の基
幹的部分を構成することを実証的に解明しようとしている。論者は.第一章「メタファーの新しい地半J
で独白のメタファ一分溜表を提示し.それに基づいて第二章から第五章までの記述を行うという方法をと
るのこれらの章において，論者は. 1:1常ムー語に遍在する空間のメタファーは意味生成の重要な基盤を成し.
言詰と認識において根元的な働きをするという考え方のもとに，徹底して空間メタファーを分析する。こ
の方法がことばの意味を考えるための有効な手段であることは疑いない。第二章から第五章までのぜ言立て
にも下夫があり.各章において，論者ーは先行研究から良質の部分を受け継ぎながら新しい知見を加えてい
る。第五章「動きのある空間|はとくに意欲的であり，この章の記述は第・章において論者が提示した新
メタファ一分類表ともよく響き合っている。
本論文は，メタファーのみならずメトニミーとシネクド‘キについても新知見を盛り込んだ上質の論文で
ある。隣接関係という観点からメトニミーを説明しようとする試みは過去に幾度も繰り返されたが，説明
しきれない部分が常に残った。そのメトニミーを， t入れ物と中身Jおよび「全体と部分Jという対立を
巧みに使って現実世界における隣接関係という観点から統一的に整理した論者の力主義は大であり，認識の
弓角形と新メタファ一分類衰の有効件J および空間メタファー研究の網羅件ーと併せてこれは特筆すべきで
あろうの全体として.本論文は.蓄積の大きいメタファー研究の知的財産をよく鞍理継承しながら研究を
着実にーー渉進めたものとして.高く評価することができる。
以上の所見により.本論文は大阪市立大学博上(文学)の学位を綬与するに値するものと認められる。
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